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大西会長挨拶 

 

あけましておめでとうございます。 

2019年、今年は改元の年です。何という元号に

なるのでしょうか？ 

昭和・平成・？（平成のあとの）、それぞれひとく

くりにされる時代です。興味ありですね。 

昨年はホームページの改訂をやりました。 

今の情報化に対応できる観光客用とガイド用と

に分けたため、ホームページからの予約申込が増

加しています。 

そのため、各コースに定時コースを始めました。

定時コースへの申込は従来どおり無料ですが、一

般予約でも有料ガイドのケースが出てきます。こ

の有料ガイドに当たる方は当番以外のガイドを当

てます。 

今年は 1月から道後温泉本館の耐震工事が始

まります。観光客はガタ減り？と言われています

が、今来ている観光客の中にも未だ営業している

んだと言われる方も居ます。 

一部営業されていれば、観光客が減少しても

ガイドの仕事が無くなることはありません。 

予約（有料）に対応できるガイドの増加、レベル

アップの必要性が求められています。 

ガイド会員数は 500 名（市民の1,000人に 1人

はガイドさん）を目指しましょう。 

目標数にならない場合は、会員のスキルアップ

とオールラウンダーの育成で対応しましょう。 

一か所（例えばお城だけ）にとどまらず、まち歩

きとか道後のガイドへも挑戦して下さい。 

「自己研鑽」の場として、松山市には、伊予史談

会・松山子規会・松山坊っちゃん会・一遍会等々、ま

た、観光ボランティアガイドとして登録すれば、近

隣には秋山兄弟生誕地・道後公園湯築城資料館・

一草庵・（ＮＰＯ法人 まつやま山頭火倶楽部）・庚

申庵（ＮＰＯ法人 庚申庵倶楽部）等があります。 

これらから得られた知識を事業部会、定例全体

会議等でフィードバックしていただきたく思いま

す。 

女性が全国一ストレスのない、ゴミの排出量の

少ない松山市の住み心地をアピールして都会か

ら移住する人を増やしましょう。 

ボーと生きていると「チコちゃんに叱られま

す！」。 

 

愛媛マラソン？ 

余りにも抽選漏れが続き、体力的にダメになりま

した。 

 

画：坂和 守廣さん 
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平成 30 年度第 2 回定例全体会議報告 

 

開催日 平成 30 年 11月 22 日（木） 

場所 松山市総合福祉センター5F 中会議室 

出席者 会員 43 名 

司会者 森田浩三 

 

最初に大西会長より、「毎日ボーッとしているの

で、チコちゃんに叱られるんじゃないかと思っていま

す。天候不順なので、風邪に気をつけ、体調には十

分注意してください。」との挨拶があり、続いて6 名

の方から「ガイドの体験談」について発表がありまし

た。（体験談以外の内容につきましては、別項にてあ

らためてご報告いたします。） 

 

【道後】 

（1）坂和守廣氏（出身地：松山。文化の薫り高い松山に生まれ育ち、お世話になった地元に奉仕したいという気

持ちでボランティアガイドの会に入会しました。現在82 歳。頑張ります。） 

  一つは、しっかり勉強して

正しい知識と楽しい話題を

沢山持たないといけないと

いうことを、2 例から話をさ

せていただきます。 

  もう一つは、知りすぎて

体系立って難しいことは言

わない方が良いという話を

させていただきます。 

  最初は、今年の1月 8 日が初子祭でした。奈良

の方を案内している時です。「初子祭はネズミと

関係があるのか」と質問されました。昔、読んだよ

うな話を思いだし「大国主命が野原で火をつけら

れ行きようがなくなったときに、ネズミが逃げる

ところを教えてくれた。穴の中に入っていたとこ

ろ、火が通り過ぎて助かった。」という話をした。 

 納得はしてもらったが、自分としては面白くも

ない話をしたと思い、帰って古事記を開いたとこ

ろ「素戔嗚尊の娘・須勢理毘売と大国主命が恋を

したので、素戔嗚尊が大国主命がどれほどの男か

を試してやろうとしました。野原に鏑矢を放ち、大

国主命に取りに行かせ火をつけました。大国主命

が進退窮まったときにネズミが出てきて「中はほ

らほら、外はすふすふ」といわ

れ、地面を突いたところ穴の中に

落ちた。火はその上を通り大国主

命は助かった。ネズミが鏑矢を取

ってきてくれたので、素戔嗚尊に

渡した。 

 自分の娘が結婚するときに、相

手の男がどれくらいの奴だろう

とテストをした。そういう話が出

来たらもっと面白く言えたのになあ。もっと勉強し

ておかなくてはいけないと思ったのが一つです。 

 次の話は、カラクリ時計の説明をしているときに

マドンナの話になり、韓国の女性から「マドンナ

What」と言われ冷やっとしたことです。Idle for  

Everybody と返事をしたところ、Ohといって手

を挙げ納得してくれました。調子に乗って、うらな

りis Fiancé といったところ、横に居た日本の女

性から「えっ、うらなりの婚約者ですか」と聞かれ、

坊ちゃんの話をしました。ところが、その女性から

「それでマドンナはどうなったんですか」と聞か

れ、答えが出てこなかったので、my Wifeになっ

た。といったところ、ゲラゲラとお腹を抱えて笑っ

てくれた。帰ってから坊ちゃんを再読しました。 
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 以上、2 件の通り、十分に勉強しておかなくては

いけないなあ、楽しい話題をためておかないとい

けないなあと思いました。 

 逆の話です。5 月に団体のツァーで鞆の浦に行

ったときの話です。長老のガイドが対潮楼で話を

してくれました。延々と25 分位話をしてくれまし

たが、15分ぐらいすると聞いていた皆は景色を

見たり、写真を撮りに行ったりウロウロしだした。

何年に何があったどうこうの様な話は、記憶から

スーと消えてしまいました。 

 それから考えてみると、自己満足でないと思う

し一生懸命やってくれたと思うが、相手の様子な

どを見ながら楽しく話をしていくのがいいと思い

ました。 

 

（2）谷本繁氏（出身地：徳島県阿南市。道後地区を中心に、知識を高め、おもてなしの心を持ってガイドをして

います。） 

私は、おもてなしの心でガイ

ドをしていますが、あるとき「お

もてなしの心とはどういうこと

ですか」と聞かれました。広辞

苑で調べたら「もてなし」の丁

寧語が「おもてなし」であり、相

手が喜ぶように気を配るとい

う私の思っていることが書いて

ありましたが、まだ、自分がやりたいと思うような

ガイドは出来ていません。 

自分が知っていることを押しつけるガイドをし

ているのではないかと反省・心配しています。 

最近の若い女性の方は、国外の方と日本の方と

の区別が付きにくく、先日も台湾の方に声をかけ

て失礼な思いをさせてしましました。また、スペイ

ンの方に声をかけられ、英語の判らない同士で5

分ほど話をしたこともありました。ガイドをする上

では、外国語の知識もある程度

必要だと反省しており、チョット

勉強しようと思っています。 

道後のお客様は本館が目当

てで来ている方がほとんどで

あり、あと2 ヶ月もすれば本館

は工事をするので、新しい飛鳥

乃湯泉にどうやって興味を持っ

てもらえるか、勉強して説明したいと思います。 

私は松山の人間ではないので、他所から来た方

がどういうことに興味を持ち、どういうことを知

りたいのかを考え、松山は良いところだ、愛媛は

良いところだということを伝えられたらいいなと

思っています。そのためにも、松山城とか他の場

所のことも勉強したいと思っています。 

 

【松山城】 

（3）長野トシ子氏（出身地：松山。本年度、入会しました。ボランティアガイドで学んだ知識や技術を、多くのお客

様に知っていただこうと現在頑張っています。） 

今年 8 月 26 日にデビューした

新米です。 

8 月 17日が試験の日です。意

を決して自分からお客様に声を

かけました。「おはようございま

す。ボランティアガイドの者です

が、お城のガイドは如何です

か」。すると、お願いでき

ますかと言われホットし

たのも束の間で、足が宙

に浮いたような気持ちで

した。 

県外から来られたご夫

婦の方でした。自分が間
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違わないように、これから話をする中味のことや

覚えたことが間違わずに出てくるかなとの思い

で頭がいっぱいでした。松山城の概要の説明が終

わると、大事なところは立ち止まって説明しまし

た。お客様も私のたどたどしい話に付き合ってく

ださいました。所々で鈴木さんに助けていただき

ながら、無事終わったときにはほっとしました。そ

の帰り際に、「頑張ってくださいね。」と励ましてい

ただき、本当に嬉しく思いました。 

鈴木さんから、間違ったところや抜かしたところ

の注意を頂き、また、ここはこうした方が良いよ、

等のアドバイスをしていただきました。家に帰っ

て、指摘されたことを自分の資料に印をつけ26

日のデビューに備えました。 

26 日、声をかけたのは北海道旭川から来られた

ご夫婦の方で、第一のお客様でした。落ち着いて、

言葉はハッキリと、間違ったことは言わないように

意識しながら案内しました。ありがたいことに、指

摘されたことは注意していたので間違えないで

説明できました。 

帰るときにお二人から「ガイドをしてもらって良

かったです。自分たちだけだと素通りしたりしてい

たと思います。ありがとうございます。」と言って

いただき、緊張していましたが少しは落ち着いて

案内できたかなと思い、本当に嬉しく思いました。 

スタートして3 ヶ月あまり、まだまだですが気持

ちは前向きに行こうと思っています。レベルアップ

研修などを通じて、知らなかったことや判らなか

ったことが勉強になるし、楽しみともなっていま

す。今は、テレビのお城番組を見るようにしたり本

を読んだり、知識が豊富になるように努めていま

す。 

最後に、ガイドを通して社会に貢献したい・役に

立ちたいと思っています。多くの方との出会いを

大切に、一期一会の精神でこれに来て良かった。

また、松山に行ってみたいと思われるようなガイ

ドを目指して努力します。もっと他の地区のガイド

もやってみたいと思っています。 

 

（4）河野美紀氏（出身地：西予市。お城と歴史に興味を持ったので、松山城ガイドを選択しました。現在は、お客

様が笑顔になって帰られるようにガイドに努めています。） 

昨年度、ガイドデビュ

ーしました。 

あがり症のガイドはい

ないでしょうと言われま

す。普段、人と会話する

仕事ではありません。全

く違うガイドの仕事をし

ているので、たまに冷静

になって何を話したら良いのだろうと迷うこと

が結構あります。 

先輩方が楽しそうにガイドをしている。お客さ

んがどんどん笑顔になっていって、それに対して

自信を持ってガイドをしている先

輩方を見て、すごく眩しく思えま

した。先輩方から親切にご指導い

ただき、現在に至っています。他

の人の体験談も自分に当てはま

ると思っています。 

まだまだ、沢山知りたいこと

や見たことのないことがありま

すが、これからもご指導ご鞭撻のほど、よろしく

お願いいたします。 
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（5）戸田茂氏（出身地：松山（小松）。サラリーマンを定年退職し、お世話になった地元のお役に立てばと思いガ

イドの会に入会しました。現在、松山城ガイドをしていますが、お城の知識を深め広げるため、日本城郭検

定に挑戦しています。） 

お城の知識がまだまだ足

らないと思っています。観

光客の方が住んでおられる

地域にお城があれば、その

お城と松山城との違い・松

山城にはこういう良いとこ

ろがあるという話が、一つ

でも二つでも出来れば良い

考えました。そういうことで

いくと、自分の説明内容は50 点以下と思ってい

ました。 

一つには、城の知識をつけなければ行けないの

ではないか。 

二つ目は、お客様がどうい

う目的で松山城に訪れたのか

ということを聞き出し、それに

沿った話をするのが大事では

ないかと思っています。二度

目の受講でやっと2 級までと

れた日本城郭検定を生かし、

お城の歴史などのその城の知

識や地域の文化の話が出来る

ように、まだまだ多くのお城の知識を得たいと思

っています。 

 

【まち歩き】 

（6）西村篤志氏（出身地：松山。ふるさとふれあい塾を受講し、ボランティアガイドの会に入会しました。現在、

お客様に来て良かった、また来ようと思っていただけるガイドが出来るよう頑張っています。） 

千葉県松戸市の男性を案

内。「なぜ、松山観光を」と

尋ねると、亡き母の出身地

であり、少しでも母が生ま

れ過ごした松山を知りたく

て観光に来た。」といわれ、

少しでもお役に立てればと

思い、松山のことをしってい

るかぎり話をしましたが、ま

だまだ判っていないことが判りました。 

次に、山口市の方の予約で二人に男性の案内を

しました。 

山口といえば、観光場所の多いところであり観

光には鋭いのではと思い色々調べてみました。初

代総理を筆頭に 9 人の総理

大臣がいるのに比べ、愛媛

県には、一人もいません。ま

た、伊藤博文を始めとした著

名人も多く、吉田松陰・高杉

晋作や、放浪の俳人種田山

頭火がいることが判りまし

た。 

観光案内をしていると、

色々教えられ、考えさせられることがあり幅広い

知識が必要であることが、身にしみてわかりまし

た。今後は、前向きに学び、知識を広め若々しく頑

張りたいと思っています。 

 

【講評】石川志朗氏 

6 人の方の体験談を聞かせてもらいました。 皆さんの発表にありましたが、レベルアップの研

修がこれからも必要になると思いました。個々の
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人が個人的に勉強しているのはよくわかります

が、レベルアップの研修への参加が必要です。 

それから、おもてなしの精神で、相手が喜ぶよ

うに気を配って、知っていることを押しつけない

ように、ということを念頭に入れてこれからもや

っていければと思います。 

きょうは、6 人の方、ありがとうございました。 

 

 

平成 30 年度 交流・研修旅行（高知城他）報告 

 

土佐を訪ねて 

仲川悦子 

 

 10月 24 日（水）、秋晴れの素晴らしい天候に恵ま

れての出発となりました。 

 出発してしばらくすると自己紹介。さすがガイドの

皆様、それぞれに経験豊かなお話、個性的なお話

等々、貴重な時間が続き、既に和気藹々の雰囲気の

バス車中となりました。 

 まず、高知城の歴史博物館に到着。昨年オープン

した近代的な立派な建物にびっくり！歴史と文化の

展示でした。館内ガイドさんの説明に耳を傾け、目は

右へ、左へと。たくさんの資料に圧倒されながら－。

国宝や重要文化財、土佐藩・高知県ゆかりの資料や

美術工芸品、時間が足りないくらいでした。多彩な

企画展や催しに、是非もう一度時間をかけて尋ねて

みたいと思いました。 

 広い窓のテラスへ出たとき、“ワーッ！!”と歓声が

上がりました。目の前に、天守と追手門が同時に一

枚の絵のように飛び込んできたからです。皆さんの

シャッターの音が途絶えないほどでした。 

 続いて高知城見学。ガイド協会の会長、副会長の

お二人のご案内で二班に分かれました。いよいよ皆

さん、ボランティアガイドの目になり、関心高く、しっ

かりと見学されていました。昭和9 年に国宝となっ

た碑がまだ残っており驚きましたが、横に「現在は

重要文化財である旨の説明がありました。 

 また、山内一豊は、「かつとよ」と濁らない読みを

知りました。 

 土佐は 80％が森林とか。道理で博物館の外観の

木材細工や、本丸御殿内の欄干等の細やかな沢山

の作品に合点がいきました。石垣に雨水が入らない

水切りの工夫。天守の忍び返しが完全な形で残され

ているのは非常にめずらしいとか。最上階の天井の

格天井。土佐漆喰に稲わらを使う。山内一豊公の騎

馬像は国内最大クラスとか・・・書き切れません。 

 昼食は、「かつお船」。鰹のタタキは、自分で焼き

炎で炙るのです。皮目は長く、身は軽く。それを切っ

てもらい、かつおたたき定食。皆さん、完食！。藁焼

き体験でした。 

 最後は、坂本龍馬記念館の見学。こちらも新館は

今年 4 月グランドオープン。体験アイテムや展示紹

介。展示替え中で１コーナーしか見学できませんでし

たが、シアターコーナーでDVDを 2 本見せていた

だきました。 

 本館も明治維新 150年の為リニューアルされて

おり、体験型の展示コーナーは見所多く、皆さんも

楽しんでおられました。歴史的偉業を成し遂げなが
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ら、見届けられなかった龍馬。わずか33 年の生涯を

思うと、胸が締め付けられるようでした。 

 桂浜では、自由行動。散策にお土産にと、賑わって

おられました。 

 研修事業部の皆様のおかげで、本当に充実した、

楽しい有意義な研修旅行となりました。感謝申し上

げます。 

ありがとうございました。 

 

 

高知の名所を訪ねて 

小松貴代美 

 

目が覚めて空を見上げると、昨夜の雨は上がりお

星様の輝きに、ほっとする。 

 坊ちゃん広場で20 人の会員を乗せバスは交流と

研修の目的地、高知へ向かった。 

 まず歴博館の展望ロビーからは三層六階白亜総

漆喰塗り込みの望楼型天守が壮麗な姿で目に飛び

込んでくる。 

 天守と御殿がセットで残る高知城へ。高知城は鏡

川と江の口川との間にあり、一豊は河中と名づけた

が高智、さらに高知となったと言うことです。 

 高知城にあって松山城では見られない防衛上の

仕掛け等をさぐりながら進みました。 

 大手門二階の櫓では、門の下をくぐる敵に対して

床板を外して、頭上から攻撃するめずらしい「石

落」。 

 石垣内に排水が戻らないので、孕みを防ぐ「突出

する石樋」。 

 敵の侵入や攻撃・威嚇をねらった「忍び返し」現存

は高知城のみのようです。 

 鉄砲狭間からの覗きに加えて、設置している方向

の敵兵の行動を把握する「物見窓」等々･･･。 

 詰門のからくり等、非公開もあり後ろ髪を引かれ

る思いでした。 

昼食は、かつおたたき定食でお腹も満たされて、

坂本龍馬記念館へと進み龍馬の銃、複製とはいえ、

ガラス越しの出会いに満足しました。 

その龍馬の銅像が遙か太平洋の彼方を見つめて

いる桂浜へとバスは走る。 

雄大な太平洋の水平線と激しく打ち寄せる白波

がまるでクジラの潮吹きのようで、ふと本丸御殿の

欄干を連想していたよう。また、五色の石を捜す会

員の姿は、まるで童心に返ったようで微笑ましく思

いました。 

今回の一連の行程をこなして交流と研修を満た

した素敵な旅は、あっという間に過ぎて、めざすは

松山とバスは走る。 

最後になりましたが、旅行のお世話をしてくださ

ったスタッフの皆様・会員の皆様に心より厚く感謝申

し上げます。ありがとうございました。
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高知城研修に参加して 

三好くにこ 

 

朝 4 時に家を出て、西予市からの参加者、3 人一

緒に、集合場所に行き、龍馬に会えるバスの旅は、始

まった。早速、バスの中では、「龍馬クイズ」が、用意

されていて、満点目指して、研修意欲が、高まった。 

高知城は、慶長3 年(1603) 築城で、松山城と、一

年違いで、門と矢狭間塀で囲まれた枡形状の追手

門は、圧感。高知城内は、ご夫婦ガイドの、ご主人の

ほうに、案内してもらった。高知城の呼び名の移り変

わりなどは、文字ファイルを、用いておられたので、

一目瞭然、解りやすかった。独立式望楼型 4 重 6 階

の城と、山内一豊銅像を仰ぎみた。天守閣近くにあ

るのは、松山より、得をしてるなあと思った。 

山内一豊の妻の「見性院」の銅像を見て、内助の

功は、現代にも通ずる思いを、新にした。 

撮影スポットも、何ヵ所も紹介されて、写真好きな

私には、最高の被写体ばかりだった。龍馬と肩を並

べて写真も撮ったし、自分で焼いた鰹の叩きにも、

満足した。少し残念な事は、カイドさんが、「植物は、

解りません」と最初に言われて、その後の植物の話

が、聞けなかった事です。次の2 番 3 番の植物は、私

が分からなくても、ガイドさんは、知っておられたか

もしれないのにと、とても、残念だった。案内コース

内の、植物も、勉強しておく必要があると思った。又、

高知城で、見聞した事を、今後のガイドに生かしたい

と思います。 

皆さん、お世話になりました。 

 

 

高知城等への研修旅行記 

                                                                 月原  登哲 

 

 10月 24 日（水曜日）6 時 50 分、天気予想では雨

（前日は雨天）であったが、当日は朝から雲一つな

い晴天で秋日和の中、第一班総勢29 名（リーダー

石川氏）は、松山市駅から伊予鉄バスに乗車し、松山

ＩＣ経由松山道、三島川之江ＪＣＴ経由高知道の高知Ｉ

Ｃ向かう行程で、長時間のバス旅行と共に特に高知

道のトンネル23 ヶ所、長大橋12本と大変厳しい山

岳道路であったが、交流事業部全員の歴史の調査

及び旅行行程の役割分担の調整等が行届いていた

為、リーダー挨拶、自己紹介、坂本龍馬概要説明、高

知城概要説明が楽しく聞け、特に地元高知出身の大

西会長の肩の凝らないジョーク等有益なアドバイス

に耳を傾けて居たら、あっと言う間に高知県立高知

城歴史博物館についた。 

 

① 高知県立高知城歴史博物館 

 約 6 万 7 千点に及ぶ土佐藩主山内家伝来国宝や

重要文化財を中心に、高知県の歴史、とりわけ近世・

近代の歴史（幕末～明治維新、現在まで）について

も研究、展示する博物館であり、平成29 年 3 月 4

日に開館したものである。 
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 所在地は高知市追手筋 2 丁目 7 番 5 号の 3 階

建、２Ｆの高知城展望ロビーからは美しい高知城天守

閣と追手門の姿、さらに山内一豊像が高知市の青天

の空に輝いていました。当歴史博物館のガイドは当

館の学芸員が実施。当館は実物資料を中心に体験

型展示や映像、メディア機器等、大人から子供まで

楽しみながら、日本と高知の歴史を学ぶ事が出来る

他、年間を通してテーマや季節に添う多彩な企画

展や催し物も開催して、土佐の伝統が高知城に溶け

込んだ近代的なイメージを併せ持つ高知県立高知

城博物館であった。ガイドの最後に土佐の伝統が生

きる建築物３か所①土佐檜の壁（１Ｆ２Ｆ３Ｆ）②土佐打

刃物の装飾が施された土佐漆喰の壁（１Ｆロビー）、

③土佐和紙の天井（１Ｆ和室）と美しい高知城等の姿

を眺めながら、土佐の食材を活かした料理を楽しむ

事が出来る喫茶室のＰＲもありました。 

 

② 高知城 

 高知城は浦戸湾に注ぐ鏡川と江ノロ川の河口近

くに標高44・5ｍの丘に築かれた梯郭式平山城で、

日本で唯一本丸の建築群が江戸時代の姿を今に伝

える、独立式望楼型三層六階の城郭で、天守・本丸

御殿等 15棟の重要文化財を持つ。 

 慶長 6 年（1601年）山内一豊が関ケ原の功績によ

り遠州掛川から土佐一国24 万 2 千石を与えられ浦

戸城へ入城したが、城下町を開くには狭すぎた為、

大高坂山の地に新城を築くこととしたが、同地は浦

戸湾に面した地の利はあるが同地周辺は湿原が広

がるデルタ地帯で水害の難所であり、山内家の技術

では困難が予想された為、一豊は地元協力者及び

生まれ故郷の有力者の話をゆっくり聞き、過去の歴

史を総合的判断した結果、城の基礎である石垣造り

の優れた技術集団近江の穴太衆を配下に持ち、一

豊と同郷で築城家として高名な上、築城技術がすぐ

れていると評判の高い、百々越前守安行を総奉行

に任命すると共に新城を着工した。【慶長6 年 9 月】 

 穴太衆は雨の多い土佐の土地柄を考慮して崩れ

にくく排水能力も高い野面積（石垣の中に泥水が溜

まらないように、雨水をまとめて排出する雨石桶を

16箇所に設置。下になるほど集水量が増加するた

め長く大きくなっており、長い雨石桶は土佐のみ）に

特大石を利用した算木積等の組合わせを多様する

ことで洪水害を防いだ。 

 慶長 8 年（1603年）1月本丸と二乃丸の石垣が完

成し、8 月本丸本体竣工し、9 月に入城し、河中山城

と命名したが、工事は難関を極め、慶長16年（1611

年）に三乃丸が竣工したが、一豊は竣工を待たず慶

長 10年に死去した。 

 城名も高智山城→高知城となった。 

 享保 12年（1727年）城下町の大火で高知城が類

焼、追手門を除く城郭すべてを焼失した。 

 享保 14年深尾帯刀を普請奉行に任命し城郭再建

着工し、寛延2 年（1749年）8 月、現存天守は当初の

礎石と土台位置で、慶長当時のまま再建、江戸の中

頃に創建当初の姿を再現した、大変珍しい建築であ

る。麓から大棟守までは63ｍ。 

 中層に大入母屋、その上の唐破風と黒漆の望楼、

扉が天守全体を引き締め、優雅な姿をみせ、1階の

石垣と接する二面には忍び返しがあり、高知市の青

天の空に聳えている。 

 

 宝暦 3 年（1753年）再建以来25 年目にして全城郭落成。 
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 明治 6 年（1873年）廃城令に基づき、高知公園となり現存建造物以外の建造物（二乃丸、三乃丸）が破却さ

れ、高知公園となった。 

 昭和 9 年（1934年）天守等の15棟の建造物が国宝に指定。 

 昭和 20 年（1945年）高知空襲で被害を受ける。 

 昭和 25 年（1950年）天守等15棟は文化財保護法の施行により国の重要文化財に指定（国宝→国の重要

文化財） 

 昭和 34 年（1959年）国の史跡に指定。 

 平成 18年（2006 年）日本百名城（84 番）に指定。 

 

 高知県内のボランティアガイドはＮＰＯ法人化され

ており、高知城のガイドはＮＰＯ法人土佐観光ボラン

ティアガイド協会高知城が実施。松山の組織とは異

なり大変興味があった。 

 ガイドは二班に分かれ、一班15名は当協会の会

長が担当。まず一番目のガイドは板垣退助の銅像前

から始まった。 

 ガイドは高知の歴史を知らない人でも判りやすい

ように、ゆっくり丁寧に説明した為、ガイドに興味を

持つ事が出来た。 

 板垣退助は自由民権運動の指導者であり政治家

及び自由党党総理、並びに初の政党内閣である第

一次大隈内閣等の内務大臣等を務めた人であった

が、大変器用な人であり、多方面で活躍をしている

人で、長州の山縣有朋に【軍人の道を選べば元帥に

なれた人】と言わしめるほど兵法に長けていた人で

あった。 

 山内一豊の妻（見性院）像を観光した後、一豊像

へ移動してガイド開始（フォトスポットのため）、豊臣

秀吉、徳川家康との繋がりから、土佐へ来るまでの

詳細で飽きのこないガイドをし、終了後はカメラマン

に変身、何台ものシャッターを押し続けた。 

 高知城の三銅像については、悲しい事に戦時中

は兵器に転用される為、三銅像とも国に接収された

が、例外的に桂浜の坂本竜馬像は接収されなかっ

た。基準がよく理解できない旨のガイドあり。 

 高知城は山内一豊が遠州掛川城天守を模したと

言われる望楼型天守で、城郭が最後の戦争をする

為の砦でなく、政治の場と住居を兼ねた建築物で

あり、江戸時代の中心は天守でなく御殿であり、高

知城の景観には古今（望楼型と近世城郭）の歴史が

入り混じっています。 

 天守に向けて石段を上がって行くと魔法の階段

が仕掛けられています。 

 一見、何の変哲もない階段に見えますが階段の

幅が手前は広く段差が緩やかですが、奥は幅が狭

くなり、段差が急峻になっています。これは敵軍が

侵入した場合のスピードが落ち渋滞となる、これを

背後から弓、鉄砲で狙えるよう設計されたもので

す。 

 当所はフォトスポットです。カメラをお借りします。

とガイド。 

 この先は政治を行う場と住居を兼ねた最後の砦

でもあるため、敵の侵入を防ぎ、攻めにくく守りや

すい防御施設が続きます。 

 三乃丸から二乃丸の石段を上る。三乃丸跡から長

宗我部元親による石垣や遺構を発見。 

 二乃丸から本丸を見る。藩主の暮らす二乃丸御殿

があった場所、明治六年二乃丸・三乃丸がともに廃

城令により破却、高知公園となっている。 

 本丸御殿前から城内へ入る。本丸御殿前は当初

一豊と見性院が暮らしており、二乃丸御殿へ移動し

ていた。 

 各階（6 階）を登城し各建築物を観光して6 階天

守閣に。そこには南国らしい青天と周辺の山々に囲

まれた高知市街が広がっていたが、ガイドの説明は

相変わらず続いていました。〈省略〉 
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 最後に忘れていたと言って追手門を出たところ

の石垣が城内で一番の巨石であったが工事の際に

印された「ウ」「エ」「ケ」「シ」の刻印も確認してガイ

ドが終了した。 

 高知城のガイドを開始したのは11時 20 分位であ

ったが、終了したのは14時 30 分を大巾にオーバー

していた。大変なガイドさんでした。でもとっても高

知が好きになり、そして今後のガイド活動に大変参

考になりました。 （続く） 

 

＜よもやま話＞ 「門松」について 

今城幸夫 

 

門松について、面白い話をみつけましたので紹介

します。現在、私たちが目にする門松の飾りつけは、

一説によると、徳川家康が始めたものというので

す。 

そもそも門松とは、正月に家の門の前などに立て

られる松や竹を用いた正月飾りです。松飾り、飾り

松、立て松とも言います。古くは、木のこずえに神が

宿ると考えられていたことから、門松は年神様を家

に迎え入れるための依り代という意味合いがある

そうです。 

神様が宿ると思われてきた常盤木の中でも、松

は「祀る」につながる樹木であることや古来の中国

でも生命力、不老長寿、繁栄の象徴とされてきたこ

となどもあり、日本でも松をおめでたい樹として、

正月の門松に飾る習慣となって根付いてきました。

平安時代の宮中では「小松引き」という行事が行わ

れていました。これは、初子の日に外出して松の小

木を引き抜くという貴族の遊びで、持ち帰った「子

の日の松」を長寿祈願のため愛好する習慣があり、

門松はこれが変化したものと考えられています。 

現在も関西

の旧家などで

は、「根引きの

松」という玄

関の両側に白

い和紙で包

み、金赤の水

引を掛けた根が付いたままの小松（松の折枝は略

式）が飾られます。         

現在の門松は、中心の竹が目立つが、その本体は

名前で解るとおり「松」です。竹の先端部の形状は、

斜めに切った「そぎ」型と、真横に切った「寸胴（ず

んどう）」型の 2 種類があります。  

一説では、「そぎ」型は徳川家康が始めたもの

で、徳川家康の生涯唯一の敗北として知られる「三

方ヶ原の戦い」（1572年）のあと、対戦相手の武田信

玄に対して、次は斬るぞという念を込めたのが始ま

りとされています。 

門松の様式には、地方により差がありますが、関

東では 3 本組の竹を中心に、周囲に短めの若松を

配置し、下部をわらで巻く形態が多い。関西では3

本組の竹を中心に、前面に葉牡丹（紅白）、後方に長

めの若松を添え、下部を竹で巻く。豪華になると梅

老木や南天、熊笹やユズリハなどを添える。 

面白いのは、三方ケ原の戦いの後、信玄・家康の

新年挨拶における歌の攻防です。合戦に勝った武田

信玄は、さらに徳川家康を精神的に追い詰めるため

に新年の挨拶に歌を送ります。                                           

「まつかれて たけたぐひなき あしたかな」                          

漢字で書くと、「松枯れて 竹類なき あしたかな」

となります。意味は、「松（松平＝家康のこと）が枯

れて（滅びて）、竹（武田のこと）類なき（比類するこ

とない、繁栄する）あしたかな」となるのです。要す

るに、「徳川家が滅び、武田家が繁栄する」という意

味を歌にして送りつけたのです。 

これをみた家康は、烈火のごとく怒って、次の歌

を返します。 

民家の設置例 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A3%E6%9C%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A3%E6%9C%88%E9%A3%BE%E3%82%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B4%E7%A5%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BE%9D%E3%82%8A%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%B8%E7%9B%A4%E6%9C%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%AE%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%88%9D%E5%AD%90%E3%81%AE%E6%97%A5&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%AE%B6%E5%BA%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E6%96%B9%E3%83%B6%E5%8E%9F%E3%81%AE%E6%88%A6%E3%81%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E6%96%B9%E3%83%B6%E5%8E%9F%E3%81%AE%E6%88%A6%E3%81%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/1572%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E7%94%B0%E4%BF%A1%E7%8E%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E7%94%B0%E4%BF%A1%E7%8E%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%9C%E3%82%BF%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%9E%E3%82%B6%E3%82%B5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%82%BA%E3%83%AA%E3%83%8F
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「まつかれで たけだぐびなき あしたかな」                          

送られてきた信玄の歌の「て」と「た」と「ひ」に濁点

を付けただけで返したのです。漢字で書くと、「松枯

れで（松平は滅びず）武田首なき（武田家は滅びる） 

あしたかな」となり、「徳川家は滅びず、次には武田

家を滅ぼす」という意味になります。 

この歌を作った

時、ちょうど季節柄

飾ってあった門松の

「竹」を「武田家」に

なぞらえて、徳川家

康は斜めに削ぎ落と

しました。怒った家康

が門松の竹を「武田

の首」に見立てて削

ぎ落としたことで、

この「そぎ型門松」が誕生することになります。この

後、徳川家康が治める領地の門松は、そぎ型に統一

されていき、この「そぎ型門松」が全国に拡がった

のです。 

                 

竹は節を絡めて斜めに切ると、その 切り口が笑

っている口に. 似ている事から 『笑う門には福来る

(笑門来福) 』といいます。 

一方、甲府市にある武田神社は、戦国武将、武田

信玄公を祭神とした神社で当時は信玄公の居城、躑

躅が崎館のあったところです。初詣にいくと、ここに

飾る門松は、竹が斜めに切られていません。武田式

門松で「寸胴（ずんど

う）」型です。 これは

斜めに竹を切るのは、

武田の首を斬るという

意味につながるため、

斜め切りは敬遠されて

いました。そのため、武

田とゆかりの深い場

所、例えば恵林寺でも

竹を斜めに切らない風

習が今でも残っています。  

 

 

˗ҵᾯǒȐǛ  

明けましておめでとうございます。 

猪突猛進の年ですが、健康にはくれぐれもご注意のうえ、

ガイドに励んでください。裏方として、応援しています。 

今年もよろしくお願いいたします。 

 

松山観光ボランティアガイドの会 事務局 

篠浦・田所・五藤（（公財）松山観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会） 

 

 

 

♥  

             

 

 

 

 
Ƽ ȋ Ȑǒǲ֒₴ǵḏ ƽ ẃ   

 

ǘȅǞǭǑȈǮǯǍǛǝǋȅǠƳ 

֘ ǜȚǒȐ╠ǔ ǋǮƲǱȚǯǒ 2 ᶥ ǵ

ș ǏȒǚǯǓї ȅǞǦƳ˹₴ȉȏȔ

ǞǖǑ ǋǞȅǠƳ          TK  

ǘȅǞǭǑȈǮǯǍǛǝǋȅǠƳ 

əɶɞɘɶȶȉẀ ♥ƲѧȈǭǵǑ ș ǏȅǞ

ǦƳȉǪǯɔɧȵɣȠɁɕǓⱳ ǮǠƳ˹₴ȉȏȔ

ǞǖǑ ǋ ǞʣǙȅǠƳ          UK                

UK  

 


